
■釧路公立大が競り勝つ。春季オープン戦が開幕

北海道学生アメリカンフットボール連盟が所管する２０２３年春季オープン
戦が６月１８日、帯広畜産大グラウンドで幕を開けた。昨年の道学生選手権
（秋季リーグ）４位の帯広畜産大が、同３位の釧路公立大を迎えての一戦は、
釧路公立大が終了間際に決勝ＴＤを奪い２１－１４で競り勝った。
時折強風に見舞われたものの、快晴に恵まれた好コンディションの中の開幕
戦となった。先制したのは帯広畜産大。第１Ｑ３分、敵陣２８ヤードからの攻
撃でＱＢ外崎智文（３年、大野農業高）が逆風を突いてＷＲ桂田陽向（２年、
福井・若狭高）へＴＤパスを鮮やかに決めた。ＰＡＴも桂田が確実にけりこん
で、７－０とリードした。

第２、３Ｑは点の取り合いになった。まずは釧路公立大の反撃。３分に敵陣
２１ヤードからの攻撃でＱＢ山口響生（３年、札幌清田高）が投じたパスを、
エンドゾーン内でＷＲ高坂駿佑（３年、滝川西高）がＤＢと競り合いながらＴ
Ｄキャッチ。６－７と追い上げた。帯広畜産大も８分、ＱＢ外崎からＷＲ桂田
への４８ヤードＴＤパスで１４－６と、再びリードを広げた。釧路公立大は第
３Ｑ、敵陣１ヤードまで押し込むＰ菊地悠斗（１年、芽室高）の好パントとイ
ンターセプトで好機をつかむと、５分にＲＢ田中巨人（３年、足寄高）が４
ヤードダイブでＴＤ。ＰＡＴもＷＲ高坂へのパスを決めて１４－１４と追いつ



いた。
勝負どころの第４Ｑ。
終盤の攻防が明暗を分
けた。帯広畜産大は、
釧路公立大のパントミ
スでつかん好機に敵陣
６ヤードまで攻め込
み、残り３分で２３
ヤードのＦＧを狙った
が惜しくも失敗。一
方、釧路公立大は残り
１分、ＲＢ与那覇裕夢
（１年、沖縄・読谷
高）の７２ヤードＴＤ
ランが飛び出して、接
戦にけりを付けた。
殊勲のＲＢ与那覇は
「 左 オ ー プ ン の プ
レー。外にスペースが
あったので、スピード
で勝負した。エンド
ゾーンまでめちゃく
ちゃ長かった」と快走
を振り返り、「釧路公
立大は２年連続で新人賞

を取っている。自分も目指したい」と大きな目標を掲げた。高木瞭ＨＣは「１
年生が戦力になったのが今日の収穫。北大と北海学園大の２強をつぶす自信に
つながる」と手ごたえを強調していた。
一方、帯広畜産大のＯＬ西龍一郎主将は「正レシーバーをけがで欠く中でパ
スで２本取れ、ランも出せた。守備も良かった」と、こちらも収穫を強調しな
がら「（７月２３日の）北海学園大戦で、細かなところをもっと詰めたい」と
修正点を挙げていた。
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